
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)54, 209-210(2001)

種 用 サ ト イ モ の 安 定 貯 蔵 技 術

有 馬  宏 。作 山 一 夫

(岩手県農業研究センター)

The Developrnent Of Stable Storago of Seed tuber Of taro

Hiroshi ARIMA and Kazuo SAKUYAMA

(Iwate Agricultural Research Center)

1  は  じ め に

岩手県の北上市二子地域は,古 くからのサ トイモ産地と

して有名である。この産地では,定植する種いもは毎年購

入するのではなく,前年に掘上げ,親とともに土中貯蔵し
,

翌年に使用する方法が行われている。

しかし,こ の貯蔵法では,年により種が腐敗するなどの

問題があるうえ,効率的でなく,種の安定貯蔵法の確立が

求められている。

そこで,近年野菜生産農家で保有が多くなっているプレ

ハブ冷蔵庫の利用を前提に,親から種子用子いもを分離す

る,か きいもを用いた貯蔵法について,平成10(1998年 )

～12年の 3年間検討した。ここでは,そのうち最終年度の

試験結果を中心に報告する。

2試 験 方 法

(0 試験場所 岩手県農業研究センター内プレハブ冷蔵

庫 (1坪 タイプ)

② 材料及び方法

1)種いも貯蔵時の処理方法

a 種いも消毒法

貯蔵期間の腐敗等を防止するため,種いもを消毒する方

法として,ベ ンレートT水和剤の消毒,水で種いもの土を

洗い流してからベンレートT水和剤で消毒する2処理とした。

b 根除去

種いもの根を除去した影響をみるため,根の処理方法と

して,陰干し開始時に種いもに根を付けたままの状態,取

り除いた状態の 2処理とした。

C 湿度調整資材

貯蔵時のコンテナ内の湿度を調整するため,黒ポリマル

チ,パスライト,野菜用育苗培養土 (資材名 :ソ イルフレ

ンド),畑土 (セ ンター内圃場土),畑土+ピートモス (重

量比77:23)の 5資材を用い,使用方法として前の 2資材

はコンテナ上部を被覆し,後の 3資材は種いもが隠れる程

度に覆った。

2)試験規模 1コ ンテナ (種いも重量10kg)

3)供試条件

a 掘 上
`プ

日 平成11年 10月 19日

b 陰 干 し期間 平成11年10月 19日 ～11月 10日

C 種いも消毒日 平成11年H月 10日

d 種いも消毒方法 20倍液 1分間浸漬処理後風乾

e 貯蔵容器 プラスチックコンテナ (3611m*5211u

*305画)

f 貯蔵温度 6℃設定 (プ レハブ冷蔵庫)

g 貯蔵期間 平成11年 11月 17日 ～平成12年 4月 H日

表 1 試験区の構成

種ヽヽも消毒法 根臓 湿度調整資材
黒ポリ バスライ 培養土 畑土 l■■ピー

被覆  卜被覆          トモス
ベンレート蹴和剤  無  〇  〇
ベンレートT水和剤  有  ―  ―

水洗い+ベ ンレトT却剤 無  ―  ―  ○  ―  ―

3 試験結果及び考察

a)種いも消毒法

根を除去しない条件では,ベ ンレートT区 ,水洗い+ベ

ンレートT区 ともに同程度の健全いも率であったが,根 を

除去する条件では水洗い+ベ ンレートT区がベンレートT

区に比べ健全いも率がやや優る傾向であった (表 2)。

12)根除去

根を除去 しない区は,根を除去する区に比べて健全い

も率が高い傾向であった (表 2)。 これは,根 を取ること

により,切 り日から病原菌が侵入 した可能性が高く,健全

いも率が低 くなったと推察された。なお,根は除去しなく

ても陰干 し期間中に自然脱落した。

3)湿度調整資材

種いも消毒をベンレートTで行い,根を除去しない条件

では,培養土区が99%と 健全いも率が最も高く,続いてパ

スライト被覆区87%,畑土+ピー トそス区82%,畑 土区69

%,黒 ポリ被覆区64%の順となった (表 2)。

14)コ ンテナ内湿度

外気温や庫内湿度に左右されることなく,貯蔵期間を通

じて,培養土区は適湿範囲である80～90%を維持し,黒 ポ

リ被覆区,パスライト被覆区はやや低め,畑土区は高め
,

畑土+ピ ートモス区はやや高めに推移した (表 3)。

(51 コンテナ内温度

プレハブ冷蔵庫内の設定温度を 6℃ とすることにより,

外気温が-10℃ を越えても庫内温度は6℃以上を保持 し
,

さらに,湿度調整資材を使用することにより,コ ンテナ内

○  ○  ○
○  ―  ―
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表2 貯蔵終了時の健全いも率 (平成11年度)

ンレー トT
②ベンレートT
③ベンレートT
④ベンレートT
⑥ベンレートT
⑥ベンレートT
⑦水洗い+ベ ンレートT

パスライト被覆

畑土

畑土+ビートモス

培養土

培養土

培養土

培養土

無

無

無

無

有

無

し
腐

腐

腐

腐

し

し③水洗い+ベ ンレートT   有

注 1)障害の主な内容

腐 :主に種いもかき取り後の傷口からの腐敗,傷口表面のみの軽微なものは含まない

し:乾燥等によるしなび

表 3 プレハブ冷蔵庫内の湿度 (平成11年度)

湿度調整資材   調査条件')    調査日の     外気温"    庫内湿度0   コンテナ内湿度い

(月 日)       (℃ )       (%)       (%)
黒ポリ被覆      最高気温      1125       135      65～ 83      81～ 91

最低気温      1215      -86       ～87      72～ 89
バスライト被覆    最高気温     1220        33      59～ 82      71～ 88

最低気温      1216      -93       ～86      73～ 85

培養土        最高気温      1 7        86      59～ 84      82～ 85

最低気温      1225
畑 土        最高気温      115

-74 -84            82-86
-82            94-9762

-76 ～82最低気温      122
畑土+ピ ートモス   最高気温      22

最低気温      127

96-97
92-98
91-92

64
-100

64-85
62-85

調査条件 :ブ レハブ冷蔵庫内の湿度に影響が大きいと思われる外気温が,調査期間内に最高と最低を示した日
の庫内,コ ンテナ内湿度を調査

調 査 日 :1台 の温湿度計を各資材20日 間隔で使用したことにより調査日が異なる

外 気 温 :調査日の最高気温または最低気温

庫内湿度 :調査日の冷蔵庫内の湿度範囲
コンテナ湿度 :調査日のコンテナ内の湿度範囲

表4 ブレハブ冷蔵庫内の温度 (平成10年度)

湿度調整資材   調査条件
1)    

調査日い     外気温"    庫内温度0   コンテナ内温度め

(月 日)       (℃ )        (℃ )        (℃ )

黒ポリ被覆     最高気温      34       110      79       77

注 1)

最低気温      3 7
バスライト被覆   最高気温      131

-38 67 62
731 5               78

最低気温      130      -127      64       67
培養土       最高気温      1216        90      81       75

最低気温      1 5 -97        67 69

注 1) 調査条件 :プ レハブ冷蔵庫内の温度に影響が大きいと思われる外気温が,調査期間内に最高と最低を示 した日
の庫内,コ ンテナ内温度を調査

調 査 日 :1台の温湿度計を各資材20日 間隔で使用したことにより調査日が異なる

外 気 温 :調査日の最高気温または最低気温

庫内温度 :調査日の冷蔵庫内の最高温度または最低温度
コンテナ温度 :調査日のコンテナ内の最高温度または最低温度

温度は,貯蔵期間を通 じて適温範囲である6～ 8℃ を維持

した (表 4)。

4 ま  と  め

以上の結果から,プ レハブ冷蔵庫を利用した種いもの安

定貯蔵法は,①種いもを親いもから切り離 し,種いもの根

はそのままとし,か き取り部の傷口をキュアリングするた

めに3週間程度の陰干しを行う,②ベンレートT水和剤で

種いもを消毒する,③湿度調整資材にはピートモス主体の

培養土を使用することにより,90%以上の健全いも率が確

保されることが明らかとなった。

-210-


